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内容の要旨および審査の結果の要旨
乾癬の治療に用いられている８－メトキシソラレン（８－MOP）＋長波長紫外線（UVA）照射（PUVA）
は表皮細胞のＧ２蓄積と核分裂の減少を起こすことが知られているが，蓄積したＧ２期細胞の運命に関する
情報はまだ全くない。そこで本研究では，ｎ－ヘキサデカン（n-HD）塗布後の増殖活性冗進状態のモルモッ
ト表皮を乾癬モデルとして用い，ＰUVA処置後Ｇ２期に蓄積する細胞の行方を検討した。
実験では，ｎ－ＨＤ塗布後の白色モルモット皮膚の２箇所に０５％8-MOP液を塗布後ＵＶＡ１，２Ｊ／cniを
各１回照射し，２～168時間後の種々の時点で生検した。表皮細胞動態の指標としてフローサイトメトリー
により測定されたＳ期細胞分画（Ｓ分画）とＧ２＋Ｍ期細胞分画（Ｇ２＋Ｍ分画)，プロモデオキシウリジ
ン標識指数（ＬＩ)，核分裂指数（Ｍ１）及びFeulgen-マイクロスペクトロフォトメトリーにより測定さ
れた表皮の単位長さ（１cm）当たりの基底層及び最上部２層の４倍体（４Ｃ）細胞数（Ｇ２期細胞数）を
用いた。成績の要約は次のとおりである。
1）対照と比べて，ＰUVA処置後の表皮ではＳ分画は６時間後から72時間後まで増加し，２４時間後にピー
クを示した。ＬＩは処置直後に減少したのち24時間後から72時間後まで有意に増加した。Ｇ２＋Ｍ分画は
２４時間後まで対照レベルであったが，４８時間後から72時間後まで著しい増加を示した。Ｍ１は24時間後
まで軽度の減少を示したのち対照レベルに戻り，168時間後にやや増加した。
2）表皮の単位長さ（１cm）当りの基底層の４Ｃ細胞数は24時間後まで対照レベルと同程度であったが，
４８時間後には増加し，その後対照レベルに戻った。対照表皮の最上部２層には観察期間中４Ｃ細胞は認
められなかったが，ＰUVA処置部の表皮の最上部２層には12時間後から72時間後まで４Ｃ細胞が出現
した。
以上の成績から，増殖活性冗進状態の表皮でも，正常表皮におけると同様に，ＰUVA処置後一定期間
続くＧ２蓄積とそれに伴う核分裂の減少が起こることが確認された。さらに，対照ではＧ２期細胞が存在し
なかった表皮最上部２層にPWA処置後Ｇ２期細胞が認められたことから，ＰUVA後増加した基底層の
Ｇ２期細胞の一部は表皮の上方へ移動し，皮膚の表面から排出されるものと推測された。
本論文はPUVA処置後に増加するＧ２期細胞の表皮内所在を明らかにし，その動態学的意義を示唆した
点で，価値ある論文と評価された。
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